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（５） 教育相談 
・ 気軽に相談できる存在があることを知らせるために、４年生の児童に、

スクールカウンセラー等との面談を実施する。 
      ・ ６月と１１月に教育相談週間を設定し、児童一人一人の思いを聞き取

り、相談しやすい関係づくり、環境づくりを進める。 
５ 早期発見の取組 
    学級や部活動など、学校生活すべての場において、児童をきめ細かく見守る。

いじめの早期発見のために、日常的な観察とともに、質問紙によるアンケート
調査、教育相談等における面談、スクールライフノート、生活ノート（班日記
等）の活用などを計画的に行い、日常の児童の様子を把握する。また、なごや
子ども応援委員会と定期的に口頭並びに書面による情報交換を行うことで早
期発見に努める。 

（１） 日常的な観察 
     ・ 日頃から児童との触れ合いを多くして、児童一人一人の交友関係、行

動、思考の特徴をよく理解するようにし、いじめの兆候、児童が示すサ
インを見逃さないようにする。 

（２） 「ウェブ版学校生活アンケート」 
・ 学級集団づくりに活用する中で、結果として表れる「学級での満足度」

「学校生活における意欲」「ソーシャルスキルの定着具合」を基に、状
況によって即時に児童個々へ対応する。     

（３） 定期的なアンケート調査 
・ 学期に１回程度のアンケートの実施により、誰が被害者か加害者か関

係なく、いじめがどの程度起きているのかを定期的に把握し、未然防止
の取組の評価・改善につなげる。 

（４） 「心のパンフレット」 
・ 自殺予防の基礎知識を身に付け、いじめ予防教育の進め方を学ぶ校内

研修を行う。「心のパンフレット」を活用した授業実践は、必要に応じ
て実施する。また、結果については、スクールカウンセラーや関係機関
へつないでいく。 

（５） 緊急的なアンケート調査 
・ 重大事態が生じたときなど、事実関係を把握する必要がある場合は、

緊急的にアンケート調査を行う。 
（６） 教育相談 

・ いじめの被害者は「全力で守る」という学校・教職員の姿勢・決意を
示す。他の児童のいじめについて見聞きした場合は、勇気をもって相談
するよう呼び掛けるとともに、情報の発信元は絶対に明かさないと伝え
ておく。 

・ 転入時においては、学級担任以外にスクールカウンセラーや養護教諭
などに個別に引き合わせるようにする。 

・ （２）（３）でのアンケート調査の結果等を基に、全ての児童を対象
として、年に１回、教育相談週間を設ける。 

・ 児童が希望する場合は、担任以外の教職員、スクールカウンセラーへ
の相談も可能とする。 

・ ４年生については、スクールカウンセラーとの全員面談を実施し、児


